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大会会長

　第１４回ポルシェ軽井沢フューチャーズは６月９日にダブルス決勝、１０日にシング
ルス決勝を行い無事終了いたしました。優勝はシングルスが斉藤貴史、ダブルスは福田
創楽／奥大賢組が栄冠に輝きました。今年は上位のほとんどが日本人選手で占められ、
多くの選手が世界への足がかりを作ることができました。大会運営にご協力いただいた
皆様に心から御礼申し上げます。とりわけ資金面において多大なご支援をいただいた財
団法人軽井沢会、パトロン、サポーターの皆様には感謝にたえません。またご協賛いた
だきましたポルシェ・ジャパン様のご厚意にも厚く御礼申し上げます。運営にご協力い
ただいた審判の皆さま、決勝のボールパーソンをしていただいた地元の少年少女の皆さ
んにも御礼申し上げます。ありがとうございました。

　今年は梅雨入り宣言が期間中に出され心配されましたが、決勝までは順調に日程が消
化できました。ただ最終日は季節外れの台風の影響で雨に見舞われ、屋内コートでの決
勝となりました。ここだけが残念ですが、天気ばかりはいかんともしがたいものです。
幸いベスト８は日本人選手によって独占され、多くのポイントが選手たちにもたらされ
ました。このポイントを足がかりに、ツアーやデ杯代表に駆け上がる姿をこの目で確認
したいものです。
振り返って今年のデ杯チームを見れば、岩渕聡監督をはじめ杉田祐一、内山靖崇、勉・
マクラクランと軽井沢フューチャーズで活躍した選手を中心に構成されており、大会開
催の意義は十分にあったと思います。

　来年からはＡＴＰツアーの規定が変更されますが、今大会の優勝、準優勝のポイント
は継続して反映される模様です。どの国でも頂点の選手を支えるのは広い裾野があって
こそのことです。どんなトッププレーヤーもフューチャーズ・レベルから世界へのステッ
プを登り始めます。そのように考えれば、軽井沢のクレーコートは同時期に開催されて
いる全仏の赤土コートにもつながっているわけで、世界にはばたこうとしている選手た
ちを今後も温かい目で見守っていただきます様、よろしくお願い申し上げます。




























